
平成１７年度第３回大学院社会理工学研究科教授会議事の概要 

 

 

日 時 ： 平成 17 年６月１５日（水）  １５：０８ ～ １５：５０  

場 所 ： 西９号館コラボレーションルーム   

出席者：  研究科長 他２４名 

 

配付資料 

１． 授業関係について                                         

２． 学生の異動について                                        

３． 修士課程修了予定者の論文審査期間の延長について                   

４． 博士課程修了予定者の論文審査期間の延長について                   

５． 平成１７年６月博士課程修了の認定及び学位授与について               

６． 博士課程修了の認定及び学位授与について                        

７． 大学院社会理工学研究科社会工学専攻社会工学基礎講座応用経済分野の 

   任期付き教員（助手）再任規程（案）について                         

８． 東京工業大学大学院社会理工学研究科ベヒシュタインピアノ利用規程（案）      

   について 

９． 大学院社会理工学研究科等安全衛生委員会細則（案）について             

１０．学生交流協定に基づく授業科目履修希望者について                                    

１１．東京工業大学特別研究員称号付与申請について 

１２．大学院社会理工学研究科ベヒシュタインピアノ利用細則（案）について 

 

 

○ 議事要録（案）の確認 

   平成１７年度第２回大学院社会理工学研究科教授会議事要録（案） 

   平成１７年度第２回大学院社会理工学研究科教授会議事の概要（案） 

 

 

    研究科長より，「資料３」に基づき，説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（４） 博士課程修了予定者の論文審査期間の延長について                   

    研究科長より，「資料４」に基づき，説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（５） 平成１７年６月博士課程修了の認定及び学位授与について               

    研究科長より，「資料５」に基づき，説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（６） 博士課程修了の認定及び学位授与について                        

    研究科長より，「資料６」に基づき，説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 



（７） 大学院社会理工学研究科社会工学専攻社会工学基礎講座応用経済分野の 

    任期付き教員（助手）再任規程（案）について                         

    研究科長より，「資料７」に基づき，説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（８） 東京工業大学大学院社会理工学研究科ベヒシュタインピアノ利用規程（案）について 

    研究科長より，「資料８」に基づき，説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（９） 大学院社会理工学研究科等安全衛生委員会細則（案）について 

    研究科長より，「資料９」に基づき，説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

    これに伴い，研究科長より，口頭で，平成１６年４月１日付教授会制定「東京工業大学社会

理工学研究科安全衛生委員会規程」は本細則との不具合もあるので，廃止する旨，発言が

あり，これを承認した。併せて，研究科長より，口頭で，平成１６年４月１日付制定「東京工業

大学大岡山地区原子炉工学研究所等ブロック安全管理室設置細則」が廃止される旨，発言

があり，これを承認した。 

   

２．報告事項 

（１） 学生交流協定に基づく授業科目履修希望者について  

研究科長より，「資料１０」に基づき，報告があった。 

（２） 部局長等会議関係（５月２７日（金），６月３日（金）開催）                  

    研究科長より，部局長等会議について，特に重要と思われる事項について，報告があった。 

  （５月２７日（金）開催） 

ア 平成１７年度第１種衛生管理者等の国家資格取得のための受講者の推薦について 

  イ 平成１７年度東京工業大学安全週間の実施について             

  ウ 学長裁量スペースについて                             

エ 外国人学生・研究者用宿泊施設整備の要望について                   

  オ 平成１６年度会計検査院実地検査の講評について                     

  カ 平成１７年度（第３１回）手島工業教育資金団手島記念研究賞等の募集について 

  キ 部局等の現状と問題点について 

  ク 国立大学協会理事会報告について                         

  コ 各年度終了時の評価を踏まえた法人全体の状況把握について        

  （６月３日（金）開催） 

  ア 第２次改革構想の策定及び平成１７年度重点施策について              

  イ 統合研究院設置準備委員会設置要項について                      

  ウ 冠講義（企業等からの奨学寄附金による講義）試行について              

  エ 夏期における省エネルギーについて                             

  オ 国立大学法人及び大学共同利用機関法人の法人化を契機とした新たな取り組み                   

  カ 部局等の現状と問題点について  

    研究科長より，部局間交流協定について，発言があり，理学系から「部局間で学生交流をし



ているが，授業料の不徴収は可能であるか。」との質疑が出たが，「大学間協定を結べば，

授業料は取らなくて良い。授業料は法人の収入となるので，部局間協定では不徴収にはな

らない。大学間協定までもっていく必要がある。」との回答があった旨，説明があった。 

 

（３） 教育研究評議会関係（６月３日（金）開催）                                            

    評議員より，教育研究評議会について，特に重要と思われる事項について，報告があった。 

  ア 第２次改革構想の策定及び平成１７年度重点施策について              

  イ 東京工業大学イノベーション研究推進体設置要項について              

  ウ 非常勤職員等の選考及び賃金等に関する規則等の一部改正について       

  エ 東京工業大学大学院特別教育研究コースの設置及びこれに伴う要項の制定について                

  オ 短期交換学生の新設及びこれに伴う学則の一部改正等について    

  カ 科学技術高等学校に係る組織運営について                 

  キ 平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書について             

  ク 学長裁量スペース使用申請について                     

  ケ フィリピン・デラサール大学における Tokyo Tech Office（Philippines）のオフィススペース 

    借り上げに関する契約について                                

  コ 「教員選考の進め方について」の改正について                      

  サ 任期制の取扱いについて                                   

  シ 任期付教員の再任審査基準について                     

  ス 統合研究院設置準備委員会設置要項について           

  セ 学長主催外国人研究者等との懇談会の開催について           

  ソ 各部局における教員人事（専任講師以上）の報告について            

  タ 我が国の高等教育の将来像                             

  チ 省エネルギー対策について                             

ツ  教育研究に関する諸問題について 

 

（４） 専攻長会議関係 

  ア 東京工業大学特別研究員称号付与申請について                    

   研究科長より，「資料１１」に基づき，報告があった。 

イ 大学院社会理工学研究科ベヒシュタインピアノ利用細則（案）について         

  研究科長より，「資料１２」に基づき，報告があった。 

    

３．その他 

 ア 大岡山西９号館における事故・災害等発生について 

    研究科長より，口頭で，６月１１日（土）２３時頃，大岡山西９号館 W 棟７階中央エレベータホ

ールにおいて，「遮煙幕起動ボタン」のケースを故意に破損させ，全館の遮煙幕，防火扉が   



作動し，すべての扉が遮蔽された事件について，報告があり，外部の者による所業とも考えら

れるが，各専攻においても大学院生等の教育・指導をしていただきたい旨，発言があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


